
「わかる！」「できる！」
を楽しみながら、考え表現
する力を高める授業の創造
～ユニバーサルデザインの視点を取り入れた

授業改善を通して～

令和３年度栃木県小学校教育研究会

算数教育研究大会栃木大会

令和３年１１月５日（金）

栃木市立赤麻小学校

研究主題



○研究主題の設定について

算数の基礎 「数の概念」の領域における
系統性（学びのつながり）を生かした授業研究

・児童理解（児童の実態を把握すること）
・どの児童にも分かる授業「学びのユニバーサルデザイン」
・共に学ぶ集団づくり（個が集団を作り集団が個を育てること）
・表現力（自分の考えを伝え合う力）の育成

児童144名 単学級小規模校
児童の様子：素直で物事に真面目に取り組む

思考力・表現力が課題

個別の支援を要する児童が見られる

算数の基礎 「数の概念」の領域における
系統性（学びのつながり）を生かした授業研究



•授業のゴールを明確にする

（めあてを１つに）

•全員が参加できる活動を仕組む

•児童たちの中に問いを生み出し、

課題にする

焦点化

○学びのユニバーサルデザイン

•問題の前に図や絵を提示する

•選択肢にして提示する

•隠して提示する

•間違いを入れて提示する

視覚化

•友達の考えを解釈する活動

•友達の考えを自分の言葉で表現する

活動

•ノートに再現する活動

共有化



○ユニバーサルデザイン化を考えた授業の流れ



○小学校学習指導要領解説算数編より

①つかむ①つかむ

④振り返る④振り返る

②考える
③話し合う



○研究組織と活動

推進委員会

学習環境部 調査研究部

・教室の環境のＵＤ化

・掲示環境の計画

・児童の実態調査

（振り返りシートの分析）

・教師の意識調査



【昨年度】
教室環境が全校で統一されておらず、教室前
面（黒板周り）の掲示物が多く、ロッカーの
中の物が見えている。
⇒黒板が見えにくく、板書に注視しずらい。

２年間の研究の軌跡

【学習環境部】教室環境のUD化
昨年度 今年度

【今年度】
教室環境を全校で統一し、教室前面（黒板周
り）の掲示物は必要最低限にし、ロッカーの中の物
が見えないように目隠しをした。
⇒黒板が見えやすく、板書に注視できる。



【昨年度】
机上に準備するものが統一されておらず、個人に
よって机上の様子が異なっていた。

２年間の研究の軌跡

【学習環境部】学習時の机上のUD化

今年度昨年度

【今年度】
机上に準備するものを全校で統一し、学習に必
要ないものは机上に置かないことにした。



２年間の研究の軌跡

【調査統計部】 児童の振り返りを生かす

左：マークシート式
ふりかえりカード

右：タブレットで行う
ふりかえりシート

全学年で共通のふりかえり
カード（ふりかえりシート）
の活用を行った。



【調査結果】
どの学年においても板書が理解の手助けとなっている

⇒黒板のUD化が必要

下学年：先生の説明がヒントになっている
↓

上学年：友達との学び合いがヒントになっている

【考察】
友達の説明が効果的であるが、下学年は発表の

仕方や説明の方法が未熟であるため、先生の説明
で「わかった！」と感じる児童が多いのではないか。

２年間の研究の軌跡

【調査統計部】児童の理解につながった手立て
（振り返りカードの集計・分析より）



教師の振り返り
～リフレクション＆アクションカードの活用～

自ら取組を実践す
ることで、自分自身
の指導の幅が広がっ
た。

「視覚化」や「具
体物の活用」（経験
をさせる）が児童の
理解を深める手立て
として有効であるこ
とが分かった。



○教師の振り返り
～リフレクション＆アクションカードの活用～

算数の教科の枠にとらわれず、

UD化の手立て（視点）を

国語をはじめ、
他教科で取り入れて実践



○今年度の取組 ※ 「数の概念(式と計算)」を実施



○算数コーナー（R３．６月）

「同じキーワード」が出てくることに気付き、他学年とのつながりを感じることができた



４ 本日の研究授業について

単元名 「変わり方調べ」

本時の目標

伴って変わる２つの数量の関係を表に表し、変化の

特徴を調べ、自分の言葉で伝えることができる。

【思考力，判断力，表現力等】

４年生の授業



４年生の授業の視点

児童の実態
自分の考えに自信が

なく、発表に対して消
極的な児童が多い

授業のねらい
学習のめあてを焦点

化し、関数の基本的な
見方や考え方を身に付

けさせる

ねらいにせまる
ＵＤ化の手立て

学習のめあてを

一つに絞る

めあて

具体物の操作

ワークシート

話し合い

見取りと
評価の工夫

・練習問題をとく

・ワークシート

・説明シート
（伝え方お助けシート）

の活用

焦点化

視覚化

共有化



単元名 「比例と反比例」

本時の目標

画用紙の重さや高さとの間に枚数の比例関係があ

るとみなして、画用紙の求め方を考え、表や式を用いて
分かりやすく説明することができる。

【思考力，判断力，表現力等】

６年生の授業



６年生の授業の視点

児童の実態
個人差が激しく、考

えを表現することを苦
手とする児童が多い

授業のねらい
自分の考えを書く活

動と学級で伝え合う活
動を取り入れ、思考
力・判断力・表現力等

を身に付けさせる

ねらいにせまる
ＵＤ化の手立て

課題解決の視点

を１つに絞る

具体物(紙の束）

話し合い活動

見取りと
評価の工夫

・ノート

・練習問題をとく

・振り返りシート
（タブレット）

の活用

焦点化

視覚化

共有化



○授業の参観の仕方

★学びが成立していた点・参考になった点・
気になった点・ 疑問点
・時間と活動を記録する。
・視点に沿って、気付いたことを大きめの文字
で簡潔に書く。
・１枚の付箋紙に１つの項目を書く。
・何枚でも書く。（予備の付箋は廊下机上に）
・研究のため、児童の個人名を出して書く。
(当日配布・回収する座席表参照）

研究主題との関連に関わる児童の様子や発言を中心に記入する

１４：１３ グループでの話し合い

けいこさんは、ひできさんの説明
を聞きうなずいた。（根拠をしっかり
と述べていた。）



授業研究会

①分科会では、授業の流れに沿って、記入した付箋を指導案の展開に貼りなが
ら、その時の児童の様子を話す。(たくさんの児童の様子が見取れる。）

②付箋を分かりやすく、グルーピングする。

③最後に、児童の姿から有効であった支援(UDの手立て・学習形態・ワーク
シート・教師の声かけ等）や、改善したい支援等について、話し合う。

④指導助言、分科会での協議を踏まえ、研究会後にリフレクションカード(振り返
りカード)を書く。授業の感想だけではなく、自分の授業力向上に生かすと
いう視点で書く。



研究会の様子

４年生の授業



研究会の様子

６年生の授業



研究の成果

・学校全体で共通理解のもと取り組むことで、児童が安心できる環境を整える
ことができた。

・単元の導入時に必然性のある問題を提示することで、意欲を高める工夫がで
きた。

・自分の考えを伝えたいと思う場面で、話し合いを行い、共有化することがで
きた。

・ICTを活用し、板書と併用することで視覚化・焦点化を図ることができた。



研究の課題

・振り返りの在り方として、効果的なチャレンジ問題の提示

・算数のよさに気付かせるための振り返りの工夫

・効果的に定着を深めるための焦点（強調）化された板書

・授業展開の中でのICTの適切な活用



ありがとうございました


